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組合員のみなさん！ 国労・ユニオン組合員のみなさん！ 
 東海労組合員、丸家さんが「再教育」の結果を知らされないまま

今日付けで東京駅へ強制的に転勤させられた。この無謀で理不尽

な行為を、私たち東海労 全ての組合員は怒りをもって糾弾する。  
 丸家さんに対する「再教育」指定は、危険と判断したことが理

由とされています。丸家さんは「目の前の現象を見て危険と判断

し、停止手配を取ったことが聞き入れられなく、本当に悔しい」

とその胸の内を明らかにしています。私たち東海労組合員は丸家さ

んの悔しさを共有し、安全を確実とするために闘いつづけます。  
 危険と判断したことが「再教育」指定とされ、そして有無を言

わさずの強制転勤へとつながれば「見て見ぬふり」「気がつかな

いふり」の最悪の連鎖を生むことになります。まさに、ミス隠し

と嘘の報告を誘発させる元凶となってしまいます。私たち東海労

は、「再教育」が安全を脅かすことになることを見過ごしません。  
組合員のみなさん！ 国労・ユニオン組合員のみなさん！ 
 会社は、安全は会社が責任を持つ、と言い切り、さらに組合が

事故の責任を取れるか、と開き直っています。しかし現実は「関

係社員の責任」で乗り切りを図り、経営者としての責任は取ろう

としていません。パンタグラフ事故・乗車証不正使用・労災の発

生等々、そして全てを時系列等報告書でと、全く経営者が責任を

取ったと言えるものがありません。もう、黙っていてはダメです。 
  
安全で安心して働ける職場にするため 皆で声を出しましょう 
再教育を撤回し  丸家さんを  直ちに運転士へもどせ 


